
市
は
、
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、

食
料
・
飲
料
水
・
資
材
・
空
き
ス
ペ
ー
ス
な
ど

の
提
供
に
協
力
い
た
だ
け
る
市
内
事
業
所
の
登

録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

過
去
の
大
規
模
災
害
で
は
、
行
政
の
支
援
態

勢
が
整
う
ま
で
に
数
日
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ま
で
の
間
は
、地
域
で
互
い
に
助
け
合
う「
共

助
」
が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

万
一
の
災
害
に
備
え
て
地
域
の
防
災
力
を
高

め
る
た
め
、
登
録
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
店
舗
・
事
務
所
・
工
場
な
ど

を
持
つ
事
業
所

協
力
内
容
＝
食
料
・
飲
料
水
・
資
材
・
人
手

な
ど
、
原
則
と
し
て
無
償
で
提
供
で
き
る
内
容

を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
・
問
合
せ
先
＝
安
心
ま
ち
づ
く
り
室

(

☎
６４
・
１
３
０
７)

◆寝たばこは、絶対やめる
◆ストーブは、燃えやすいも
　のから離れた位置で使う
◆ガスこんろなどのそばを離
　れるときは、必ず火を消す
◆逃げ遅れを防ぐために、住
　宅用火災警報器を設置する
◆寝具や衣類からの火災を防
　ぐために、防炎製品を使う
◆火災を小さいうちに消すた
　めに、住宅用消火器などを
　設置する
◆お年寄りや体の不自由な人
　を守るために、隣近所の協
　力体制をつくる

防災情報メールとは
みなさんが登録したメー
ルアドレスに、地震や気象
警報などの防災情報を迅速
に配信するサービスです。
まだ登録していない人は、
早めに登録してください。
登録方法＝専用ホーム
ページ（http://panasender.

jyouhou-station.jp/Kyota-
Main/）にアクセスし、画
面の案内に従って登録して
ください

市
は
、
防
災
情
報
メ
ー
ル

に
登
録
さ
れ
た
ア
ド
レ
ス

へ
の
配
信
を
確
認
す
る
た

め
、
テ
ス
ト
メ
ー
ル
を
送
信

し
ま
す
。

テ
ス
ト
メ
ー
ル
は
、
東
日

本
大
震
災
の
記
憶
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
、
震
災
か
ら

２
年
と
な
る
日
の
発
生
時

刻
に
合
わ
せ
て
送
信
し
ま

す
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登

録
し
て
い
る
人
は
、
テ
ス

ト
メ
ー
ル
が
届
く
こ
と
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
必
要
に
応
じ
て
マ
ナ
ー

モ
ー
ド
な
ど
の
設
定
を
お

願
い
し
ま
す
。

配
信
日
時
＝
３
月
１１
日

㈪
午
後
２
時
４６
分

ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
て

い
る
の
に
メ
ー
ル
が
届
か

な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
＝
安
心
ま

ち
づ
く
り
室
（
☎
６４
・

１
３
０
７
）

消
防
本
部
は
、
３
月
１
日
㈮
～
７
日

㈭
に
春
の
火
災
予
防
運
動
を
行
い
ま
す
。

３
月
に
な
る
と
寒
さ
の
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
、
火
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
注
意
力

が
緩
み
が
ち
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
季

は
風
の
強
い
日
が
多
く
、
火
災
が
広
が

り
や
す
い
た
め
危
険
で
す
。

左
の
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
、
一

人
ひ
と
り
が
防
火
の
意
識
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ
先
＝
消
防
本
部
予
防
課
（
☎

６３
・
７
８
２
６
）

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

㊤観音寺で安全祈願の後、竹に願い
をしたためる住職
㊧参加者の手で無事に奈良・東大寺
へ到着

２
月
１１
日
、普
賢
寺
か
ら
奈
良
・

東
大
寺
へ
真
竹
を
送
り
届
け
る
伝

統
行
事
「
竹
送
り
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

関
西
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
東

大
寺
二
月
堂
の
お
水
取
り
で
、
勇

壮
に
火
の
粉
を
散
ら
す
籠
松
明

（
か
ご
た
い
ま
つ
）
に
は
、
京
田

辺
産
の
竹
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
奈
良
へ
向
か
う
旅
人
た

ち
が
、
街
道
を
リ
レ
ー
形
式
で
運

ん
だ
と
い
う
竹
送
り
。
戦
後
途
絶

え
て
い
た
風
習
を
、
市
民
で
組
織

す
る
「
山
城
松
明
講
社
」
が
昭
和

５３
年
に
復
活
さ
せ
、
今
に
伝
え
て

い
ま
す
。

こ
の
日
、
石
井
市
長
を
は
じ
め

約
２
０
０
人
が
参
加
。
早
朝
か
ら

普
賢
寺
の
竹
林
で
、
太
く
ま
っ
す

ぐ
な
真
竹
を
選
ん
で
掘
り
起
こ
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
震
災
か
ら
の

復
興
や
世
界
平
和
な
ど
、
参
加
者

の
願
い
が
観
音
寺
住
職
の
手
に
よ

り
８
本
の
竹
に
し
た
た
め
ら
れ
、

二
月
堂
へ
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
参
加
し
た
と
い
う
倉
橋

み
ど
り
さ
ん
（
４７
）
は
、「
肩
に

担
い
だ
竹
は
ひ
ん
や
り
し
て
い

て
、ず
っ
し
り
と
重
か
っ
た
で
す
。

伝
統
行
事
の
重
み
を
体
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

真竹の中には1本70kgを超えるものも


